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＜講義概要, Abstract＞
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我々の身の回りの質量のほぼ全て（暗黒物質除く）を占める原子核は、原子
系と同じスピン1/2の内部自由度の他に、アイソスピン1/2（陽子と中性子（ま
とめて核子）の二成分系の反映）という独自の内部自由度により、多彩な様
相を示すユニークな量子多体系である。原子核の性質（核物性や核応答）を
調べる上で、核反応は必要不可欠である。本講義では、核反応から「直接的
に」原子核を研究する有効な方法である応答関数理論の基礎を学ぶ。応答
関数は、原子核を統一的に理解する上で有益であり、それに基づく簡単な反
応計算を自身で行えるようになることで「核反応実験を自分でデザインする」
ことができることを一つの目標とする。また、一見複雑な多様性は、スピンや
アイソスピンを駆使することで本質に迫り、理解を深化させることができる。そ
の最先端研究についても紹介する。
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